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ゆきぐに大和病院だより
2012
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私たちは、自然のうるおいの中で、
人それぞれの希望に満ちたくらしを支え、地域医療を推進します。理 念
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ク
チ
ン
で
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げ
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【
は
じ
め
に
】

　

近
年
ま
で
日
本
は
ず
っ
と
ワ
ク
チ
ン
後
進
国

で
し
た
。
先
進
諸
国
で
広
く
接
種
さ
れ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
は
使
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
を
英

語
の
頭
文
字
で
略
し
て
Ｖ
Ｐ
Ｄ
と
言
い
ま
す
。

　

ヒ
ブ
と
い
う
細
菌
に
よ
る
髄
膜
炎
で
亡
く
な

っ
た
り
重
い
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も

の
数
は
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
に
お

け
る
定
期
接
種
と
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
を
組
み
込
ん
だ
欧
米
諸
国
は
こ
の
病

気
を
99
％
も
減
ら
し
ま
し
た
。多
く
の
医
師
の
長

年
の
願
い
が
よ
う
や
く
叶
い
、２
０
０
８
年
か
ら

日
本
で
も
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
他
の
ワ
ク
チ
ン
も
次
々
と

認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ

っ
て
救
う
こ
と
が
可
能
な
命
を
失
わ
な
い
た
め

に
は
Ｖ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
知
っ
て
実
際
に
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
主
な
Ｖ
Ｐ
Ｄ
】

　

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
子
ど
も
の
病
気
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
、
ヒ

ブ
感
染
症
（
細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
）、
肺
炎
球

菌
感
染
症
（
細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
）、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
、
百
日
咳
、
結
核
、
ポ
リ
オ
、

麻
疹
（
は
し
か
）、
風
疹
、
流
行
性
耳
下
腺

炎
（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）、
水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ

う
）、
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
子
宮
頸
が
ん

な
ど
）。
こ
こ
で
は
、
定
期
接
種
と
任
意
接
種

に
分
け
て
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

【
定
期
接
種
】

　

麻
疹
の
予
防
接
種
は
２
０
０
６
年
よ
り
前
は

１
回
の
接
種
で
あ
っ
た
た
め
、
若
い
世
代
に
流

行
が
起
こ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
小
学
校
入
学

の
前
年
に
２
回
目
の
接
種
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。２
０
０
８
年
度
よ
り
中
学
１
年
生
〜

高
校
３
年
生
を
対
象
に
定
期
接
種
と
し
て
導
入

さ
れ
た
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
特
例
措
置

は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

日
本
脳
炎
は
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
で
は

今
な
お
流
行
し
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
ブ
タ

の
体
内
で
増
幅
し
ま
す
が
、
関
東
以
南
の
多
く

の
ブ
タ
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
日
本
で
も
撲
滅
に
は
ほ
ど
遠
い
実
態
で

す
。
副
作
用
の
問
題
で
２
０
０
５
年
以
降
、
厚

生
労
働
省
は
「
積
極
的
に
は
接
種
を
勧
め
な

い
」
と
い
う
方
針
を
取
っ
た
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
て
い
な
い
子
ど
も
達
が
多
く
な
り

日
本
脳
炎
の
流
行
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

全
な
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
再
び
接

種
が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
特

例
措
置
と
し
て
「
積
極
的
接
種
の
差
し
控
え
」

に
よ
っ
て
接
種
を
見
合
わ
せ
て
い
た
回
数
分
を

定
期
接
種
と
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
所
等
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

【
任
意
接
種
と
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
】

　

「
定
期
接
種
だ
け
受
け
て
い
れ
ば
良
い
」
と

誤
解
し
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
任
意

接
種
も
必
要
で
す
。
Ｂ
型
肝
炎
・
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
・
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
が
多

く
の
先
進
諸
国
で
「
定
期
接
種
」
の
位
置
付
け

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

最
初
に
述
べ
た
ヒ
ブ
や
肺
炎
球
菌
に
よ
る
細

菌
性
髄
膜
炎
は
日
本
で
も
近
年
ワ
ク
チ
ン
接
種

可
能
と
な
っ
た
Ｖ
Ｐ
Ｄ
で
す
。
子
ど
も
や
赤
ち

ゃ
ん
が
こ
れ
ら
の
細
菌
に
よ
り
髄
膜
炎
に
な
る

と
命
の
危
険
ば
か
り
か
、
助
か
っ
た
と
し
て
も

発
達
・
知
能
・
運
動
障
害
な
ど
重
い
後
遺
症
を

残
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
抗

菌
薬
（
抗
生
物
質
）
が
効
か
な
い
耐
性
菌
が
増

加
し
て
い
る
た
め
治
療
よ
り
予
防
が
重
要
と
言

え
る
の
で
す
。

【
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

体
を
防
衛
す
る
力
が
未
熟
な
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
を
守
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
の
で
遅
れ
ず
に
接
種

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
ワ
ク
チ
ン
デ
ビ
ュ

ー
は
生
後
２
か
月
の
誕
生
日
」
で
ス
タ
ー
ト
ダ

ッ
シ
ュ
が
肝
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ワ
ク

チ
ン
は
４
週
間
の
接
種
間
隔
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
上
手
に
予
定
を
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
最
新
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
若
い
お
母

さ
ん
向
け
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
「
予

防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
」
が
開
発
さ
れ
て
お

り
、
利
用
可
能
で
す
。
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　http://www.know-vpd.jp/

　

ま
た
実
際
の
接

種
に
当
た
っ
て

は
、
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
を

持
ち
そ
の
先
生
に

相
談
す
る
こ
と
が

勧
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る

病
気
に
つ
い
て

「
よ
く
あ
る
質
問
」
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診療日のご案内
説
明

診療科に対する曜日欄の記載は、○＝診療日、−　＝休診となります。
○と（休診有）の記載がある場合は、当月に臨時休診があります。備考欄で、休診日をご確認ください。
また、曜日欄に「日にち」の記載がある場合は、毎週ではなく診療日限定となります。

整形外科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

一
般
外
来

予約外 ○ ○ ○ ○ ○ 新患のみ 8：00〜10：00 ㊋㊍㊏9：00〜
㊊㊌㊎10：20〜

予　約 ○ ○ ○ ○ ○ −
予約方法は、P3上「予約
または予約変更につい
て」をご参照ください

専
門
外
来

脊椎 − 6日・20日 − − − − 8：00〜10：00 10：20〜
上肢 − − − ○ − − 予約制

9：00〜足 − − − − 9日 −
8：00〜10：00

リウマチ − − − − − 17日

形成外科
月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

− − − − ○
（休診有） − 13：00〜14：30 13：30〜 休診＝２日（金）

医師別の診療予定が必要な方は、医師（名字）・診療日（数字）が
記載された一覧を、病院・医療連携室に用意してあります。

子どもの予防接種日程

※予約が必要です。予約・お問い合わせは、医事課まで。
※ 小児のヒブ、肺炎球菌、中学生の子宮頸がん予防接種は上記日程

全般で行います。

病院休診日のお知らせ
３日（土）祝日・文化の日
９日（金）午後　院内研究発表会
19日（月）第３月曜日
23日（金）祝日・勤労感謝の日
12月１日（土）創立記念日
※ 各診療科の休診日は、「診療科・診療日の案

内」の最右「備考・休診日」欄でご確認くだ
さい。

入院患者さまとの面会は、
月曜日〜金曜日：15：00〜20：00、
土曜日・日曜日・休日：13：00〜20：00
となります。（時間厳守）

「ワクチンで防げる病気について」
１ページからの続き

予防接種 接種日 受付時間 接種時間

三種混合 11月２日（金）
12月７日（金）

13：20〜
　14：00 13：30〜

ポリオ 11月２日（金）
12月７日（金）

麻しん・風しん混合
1期　2期　3期　4期 12月９日（金）

日本脳炎 12月16日（金）

二種混合 11月30日（金）

【よくある質問】
Q：ワクチンより自然感染の方が免疫が確実では？
A：感染症の中には命を落としたり後遺症を残したりす
るものがあります。予防接種のなかった昔は感染症で
多くの幼い命が失われていました。今でも世界的には
ロタウイルス胃腸炎で多くの子どもが亡くなっていま
す。また、先に述べたヒブや肺炎球菌に対する免疫は
２歳まで自然にはつきません。

Q：同時接種の必要性と安全性は？
A：生後２か月から７か月まで、さらに１歳までという
短い期間に接種すべきワクチンを一つずつ接種するの
は期間の点で無理が生じ医療機関に行く回数が多いと
いう問題があります。現実的には同時接種なくしてス
ケジュール実現は困難と言えます。同時接種は世界中
の多くの人種や民族に対して10年以上前から行なわれ
ておりますが、何の問題も起きていません。同時接種
の安全性に問題がないからこそ欧米では混合ワクチン
の多種化が進んでいるのです。接種に行く回数を減ら
すことによって確実に接種できるというのは確かにメ
リットです。しかし、それ以上により早期に予防接種
を済ませ VPD を防ぐという意義が大きいのです。

　今年もインフルエンザ予防接種を始めました。
　接種には予約が必要ですので、医事課窓口ま
たは電話にてお問い合わせください。
　なお、接種日と時間を指定させていただいて
おります。また、１日の人数に限りがあります
ので、ご希望に沿えないことがあります。ご了
承ください。
◎高校生以上・一般の方（１日40人）
　 12月28日までの間で日にちを指定させていた

だきます ( 週３回 )
　受付＝午後１時30分〜２時
　接種＝午後２時〜３時
◎中学生以下の方（１日20人）
　１月25日までの毎週金曜日
　受付＝午後３時〜３時30分
　接種＝午後３時〜４時
※ 予約は、月〜金曜日（第３月曜日、祝日を除

く）の午前８時30分〜午後５時15分（土曜日は
午後０時30分まで）にお受けしています。

インフルエンザ予防接種のお知らせ
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診療科平成24年11月

内　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

一般外来 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8：00〜
　11：00

9：00〜内分泌糖尿病 ○
（休診有） ○ ○ ○

（休診有） ○ ○ 休診＝１日（木）、12日（月）

循環器科 ○ 備考参照 ○ ○ − 17日 火曜日＝予約制

腎臓科 − − − − 9日・30日 17日 10：15〜

呼吸器科 − − − ○ − 10日・17日・
　24日

9：00〜
神経内科 ○ ○ − ○ ○ − 初診は予約が必要

睡眠時無呼吸 − − − ○ − − 予約制
（3ページ上の記事参照） 13：30〜

和漢診療科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

午　　前 ○
（休診有） ○ ○ ○ ○ ○ 8：00〜11：00 9：00〜 休診＝12日（月）

午　　後 ○
（休診有） ○ ○ ○

（休診有） ○ − 13：00〜14：30 13：30〜 休診＝１日（木）、12日（月）
　　　15日（木）、29日（木）

精　神　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

一般外来 − ○ − ○
（休診有） ○ ○ 予約制

（3ページ上の記事参照）

9：00〜 休診＝22日（木）

脳ドック科 12日・26日 − − − − − 10：00〜

メモリークリニック ○ − ○ − ○ −
予約制

㊊㊌9：30〜
㊎13：30〜

高次脳機能障害科 12日・26日 − − − − − 13：30〜

耳鼻咽喉科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
午　前 − − − − − ○ 8：00〜11：00 9：00〜

午　後 − ○ − ○ − − 13：00〜15：00 14：00〜

皮　膚　科 − ○ ○ − ○ −
8：00〜11：00 9：00〜

泌　尿　器　科 − − − ○ − −

小　児　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一
般
外
来

午　前 ○ − ○ − ○ ○ 8：00〜11：00 9：00〜

午　後 − − − − ○ − 予約制
（3ページ上の記事参照） 14：00〜

内分泌糖尿病 − − − 22日 − − 14：00〜16：30

外　　　科
胃　腸　科
肛　門　科

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 8：00〜11：00
9：00〜
第1・3㊏
10：00〜

ゆきぐに大和病院　代表
TEL 025-777-2111
FAX 025-777-3853

予約または予約変更について
受付日時：予約または予約変更をしたい診療科が診療している日の、
　　　　　月〜金曜日の午後２時〜４時（歯科は歯科の受付欄参照）
方　　法：電話にて受付けます。

歯　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

歯科・小児歯科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予約制
電話予約可

10：00〜12：30
13：30〜17：15

9：00〜矯正科 − − 　 7 日・14日・
　28日 − − −

歯科口腔外科 ○ ○ − ○ ○ ○ 〔 〕

眼　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

一般受付 − − − − − ○ 8：00〜11：00 9：00〜 予約優先

予約制 − 13日・27日 ○ ○ − − 予約制
（3ページ上の記事参照） 10：15〜

婦　人　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

一般受付 − ○ − − ○ ○ 8：00〜11：00 9：15〜 予約優先

予約制 − − ○ ○ − − 予約制
（3ページ上の記事参照） 10：30〜
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こ
れ
か
ら
冬
期
間
に
か
け
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
始
め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

に
よ
る
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流
行

す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
感

染
力
が
強
く
、
家
庭
や
職
場
な
ど
に
感

染
者
が
い
る
と
、
周
囲
の
人
に
感
染

（
こ
れ
を
二
次
感
染
と
い
い
ま
す
）
し

て
し
ま
い
、
と
き
に
は
集
団
発
生
に
ま

で
至
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
で
感
染
を
予
防
で
き
る

簡
単
で
最
も
有
効
な
方
法
は
、「
手
洗

い
」
と
「
う
が
い
」
の
励
行
で
す
。

【
手
洗
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
】

　

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
は
、
主
に
触
れ
た

手
を
介
し
て
感
染
が
拡
が
り
ま
す
。
症

状
が
出
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
予
防
の
基
本
と
し
て
、
普
段
か
ら

外
出
先
か
ら
帰
っ
た
と
き
や
調
理
前
、

食
事
前
、
ト
イ
レ
の
使
用
後
に
は
必
ず

手
を
洗
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
実
際
の
手
洗
い
方
法
】

　

ま
ず
、
洗
い
残
す
と
こ
ろ
が
な
い
よ

う
に
、
手
洗
い
前
に
時
計
や
指
輪
な
ど

を
は
ず
し
ま
し
ょ
う
。
次
に
、
石
鹸
を

よ
く
泡
立
て
て
、
こ
す
り
洗
い
を
し
ま

す
。
特
に
指
や
手
の
ひ
ら
の
し
わ
の

間
、
手
首
な
ど
も
よ
く
洗
い
、
最
後
は

流
水
で
き
れ
い
に
洗
い
流
し
ま
す
。

【
手
ふ
き
に
つ
い
て
】

　

ウ
イ
ル
ス
は
手
を
介
し
て
感
染
が
拡

が
り
ま
す
。
特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
職
場
や
集
団
の
場
で
の
手

ふ
き
は
、
使
い
捨
て
の
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
を
利
用
す
る
か
、
個
人
で
ハ
ン
カ
チ

な
ど
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
で
き
れ
ば
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
を
共

用
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

【
う
が
い
な
ど
の
予
防
方
法
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
に
は
、

帰
宅
し
た
直
後
、
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
手
洗
い
を
す
る

他
に
、「
う
が
い
」を
す
る
こ
と
も
有
効

な
予
防
方
法
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
人

混
み
へ
の
外
出
を
控
え
、
マ
ス
ク
を
つ

け
て
外
出
す
る
こ
と
も
、
予
防
す
る
上

で
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
咳
（
せ
き
）
や
く
し
ゃ
み
な

ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
マ
ス

ク
を
し
て
、
し
ぶ
き
を
周
囲
の
人
に
飛

ば
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
二
次

感
染
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
皆
さ
ん

か
ら
励
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
の
地
域
医
療

私
た
ち
の
地
域
医
療

私
た
ち
の
地
域
医
療

シ
リ
ー
ズ

看
護
部
教
育
師
長　

佐
藤　

佐
委
子　
　

家
庭
や
職
場
で
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

看
護
師
教
育
と

　
　
　
地
域
医
療
の
繋
が
り

　

専
門
職
で
あ
る
看
護
師
は
、
学
校
を
卒
業
し
た

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
院
の
看
護
部
で
も
、
卒
業
後
に
「
新

人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
沿
っ
て
１
年
間
は
、
技

術
や
技
能
な
ど
の
看
護
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
卒
後
教
育
と
し
て
の

必
須
研
修
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
看
護
職
員

全
体
を
対
象
に
し
た
「
看
護
講
座
」
や
、
卒
後
８

年
目
以
上
の
看
護
師
を
対
象
に
し
た
、
組
織
や
経

営
等
の
管
理
を
学
ぶ
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」
が

あ
り
ま
す
。
今
年
は
さ
ら
に
、
次
の
世
代
を
担
う

看
護
師
に
向
け
て
、「
中
核
ナ
ー
ス
研
修
」も
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
だ
け
で
な
く
専
門
分
野
の
探
究

や
開
発
と
い
う
意
味
で
は
、「
看
護
研
究
」
に
取

り
組
む
こ
と
や
、
院
外
研
修
へ
の
参
加
、「
認
定

看
護
師
」
や
「
専
門
看
護
師
」
等
の
資
格
を
得
る

等
、
看
護
の
質
を
高
め
る
た
め
の
研
修
と
、
自
分

自
身
を
磨
い
て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
の
理
念
に
基
づ
き
、
看
護

部
の
理
念
は
「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
え
、
と

ぎ
れ
の
な
い
看
護
を
提
供
し
ま
す
」
と
し
て
お

り
、
教
育
方
針
の
中
に
も
「
地
域
に
貢
献
で
き
る

看
護
師
の
育
成
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
知
識
・
技
術
と
経
験
を
積
み
重
ね
た
看

護
師
は
、
病
院
だ
け
で
な
く
地
域
活
動
と
し
て

「
定
期
往
診
」「
訪
問
看
護
」「
居
宅
介
護
支
援

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）」「
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
や
火

渡
り
大
祭
・
裸
押
し
合
い
大
祭
の
救
護
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
向
け
た
活
動
の
他
に
、
将
来
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
の
た
め

看
護
師
確
保
対
策
を
行
う
こ
と
も
私
た
ち
の
使
命

で
あ
り
、「
中
学
生
の
職
場
体
験
」「
高
校
生
一
日

看
護
師
体
験
」
等
や
看
護
学
生
の
実
習
受
け
入
れ

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、

地
域
の
医
療

を
支
え
て
い

く
こ
と
や
、

ゆ
き
ぐ
に
大

和
病
院
の
看

護
を
継
続
さ

せ
て
い
く
こ

と
が
、
私
た

ち
の
重
要
な

役
割
で
あ
る

と
考
え
て
い

ま
す
。

　

感
染
対
策
委
員
会　
　

〜
看
護
部
の
活
動
を
紹
介
〜

　

当
院
に
お
け
る
看
護
師
教
育
に
つ
い
て

　

地
域
活
動
と
看
護
師
確
保
に
つ
い
て


